
版画用のローラーは、リトグラフや銅版の一版多色法の
刷り、木版の油性刷りの際に油性インクを版上に盛る時
に使用します。
ローラーには、牛革を使用した革ローラーと合成ゴムの
ゴムローラーがあり、革ローラーは裏革と表革がありま
す。裏革は製版用に、表革とゴムローラーは印刷用とし
て使用します。ゴムローラーのゴムの硬さには種類があ
り、リトグラフ用には硬質なものが向き、銅版の一版多
色法では、版にできた段差を利用するため、軟質、硬質
の 2 種類を用います。ローラー使用時は回転をスムーズ
にするため、手革を心棒に差し込み使用します。しかし、
ゴムローラーの場合は、手皮を使わず素手で使うことも
あります。
手入れ方法は、その素材によって異なります。新品の革
ローラーは、そのまま使わず、号外ワニスと 00 ワニス
をインク台の上でよく練り混ぜてから、ローラーを転が
し皮にワニスを染み込ませ、馴染んでから使用します。
裏革ローラーは基本的には、そのままラップに包み保
存しますが、時折、インクベラで皮をしごき、ローラー
に付いたゴミや古いインクを取り除きます。表革とゴム
ローラーは使用後に必ず溶剤（表革は白ガソリン、ゴム
はプリントクリーナーなど。シンナーは不可）で、イン
クを完全に拭取ります。使用しているうちに表面が硬化
しツルツルになってくるとインクのつきが悪くなるた
め、研磨場で研磨をしてもらう必要があります。
入手先は、ローラー専門店や版画用品を扱う画材店で購
入できます。

ローラー
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概要
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造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/
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ゴムローラー（手前）・裏革ローラー（奥）

ゴムローラー（小型）
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裏革ローラー／製版インクの準備

手順 1.　インク台の上に製版インクをヘラで均一にのばします。

手順 2.　インク上をローラーで何度も転がすことで、ローラー全

面にムラ無く均一にインクを付着させます。
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裏革ローラーの掃除

手順 2.　ゴミを取り除いたら、乾燥を避けるため、インクをつけ

ておきます。

手順 1.　裏革ローラーは動かないようにしっかりと体で固定し、

インクベラの側面のエッジを使い、製版時に付いたインクやゴミ・

水分をローラーにスジが入らないように削ぎ落とします。

手順 3.　ローラーの保管は、ローラー台や写真のようなハンガー

などを利用してローラー部分が接地しないようにします。又、し

ばらく使用しない場合は、ラップで包んで保管します。


